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裏面タイトルリストのタイトルを単品ご購入の場合、 

同時アクセス1の価格で同時アクセス数3のライセンスを 

恒久的に提供します。 

②単品購入の場合 

KinoDenは、紀伊國屋書店がご提供する学術和書電子図書館サービスです。 

読みやすいビューア、未購入タイトルも含めた全文検索（一部除く）、試し読み・リクエスト 

機能など、長年の経験を活かし「本当に使われる電子図書館」をご提供します。 

KD0753        2024年10月                                販売可能機関：すべての機関  

慶應義塾大学出版会 

2024年度末 
キャンペーン 

年度末限定! 

賃金格差と 

記録的な円安が日本を襲うなか、働き方をめぐる諸問題（非正規雇用、若年・高齢者問題、女性と子育て支援等）も人々の不

安を引き起こしています。 

先の見えない未来をどう読み解けばよいのか。 

日本が抱える課題を分析し、対応策を提言する硬派な解説書から、日々の疑問に役立つ本まで、「労働」と「賃金」のテーマに沿って

選書をしました。 

KS00001484 
セールスID 

労働生産性を考える 

①セット購入の場合 
・           の特価にて提供します。 

 ※¥88,770→¥79,893 (同時アクセス3、本体価) 

・ ご購入済のタイトルがセットに含まれる場合、 

   購入済アクセス数に3アクセスが加算されます。 
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書名 著者 ISBN
底本刊行

年月
Product　ID フォーマット

同時アクセス3

本体価

なぜ男女の賃金に格差があるのか

女性の生き方の経済学

クラウディア・ゴールディン【著】/

鹿田昌美【訳】
9784766428476 202304 KP00081020 EPUBリフロー ¥10,560

人手不足なのになぜ賃金が上がらないのか 玄田有史 9784766424072 201704 KP00016080 PDF ¥6,160

グローバルインフレーションの深層 河野龍太郎 9784766429343 202312 KP00095369 EPUBリフロー ¥4,950

成長の臨界

 「飽和資本主義」はどこへ向かうのか
河野龍太郎 9784766428346 202207 KP00076807 EPUBリフロー ¥7,700

円の実力

為替変動と日本企業の通貨戦略
佐藤清隆 9784766429244 202312 KP00095368 EPUBリフロー ¥8,360

働くならこれだけは知っとけ！労働法 星田淳也 9784766429275 202311 KP00095365 PDF ¥5,610

日本女性のライフコース

平成・令和期の「変化」と「不変」

樋口美雄/田中慶子/

中山真緒【編】
9784766429213 202310 KP00089982 EPUBリフロー ¥6,820

移民とＡＩは日本を変えるか 翁邦雄 9784766426113 201907 KP00029956 PDF ¥6,160

「副業」の研究

多様性がもたらす影響と可能性
川上淳之 9784766427332 202103 KP00052770 PDF ¥8,360

仕事から見た「2020年」

結局、働き方は変わらなかったのか？
玄田有史/萩原牧子【編】 9784766428063 202203 KP00070714 EPUBリフロー ¥5,610

日本のキャリア形成と労使関係

調査の労働経済学
梅崎修 9784766427905 202112 KP00070346 PDF ¥18,480
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2019年4月の改正入管・難民法を受け、本格的に人手不足の切り札として期待される外国人労働力。現代経済分析の第一人者である翁氏が専門の金融政策の枠を越

えて、移民問題、そして同じく新しい労働力として話題を集めるAIについて科学的分析を踏まえて考察。日本社会にとってはたして得策となるのか、マイナスになるのか、を検証

する。

もう一つ仕事を持つ意味を探求する―単なる「サイドビジネス」的位置づけではなく、ワーキングプアの副業という課題、本業へのスキルアップ効果、非金銭的動機による副業の

性格、幸福度や健康との関係まで、経済学的視点から多面的にアプローチした「新しい働き方」理解のための本格的な決定版！

10 テレワーク、おうち時間、仕事満足度など、地球規模で席巻したコロナ・パンデミックは人々の暮らしと働き方に大きな影響を与えた。この変化は一時的なものか、それとも旧弊を

払拭する転機となったのか。リクルートワークス研究所が実施した全国就業実態パネル調査と臨時追跡調査のデータを用いて同一個人の働き方の変容などを多角的に分析

し、わが国の労働市場にはどんな構造変化が起きたのかを検証する貴重な「歴史証言」書。

著名エコノミストが経済・金融の視点からのみならず、政治学・歴史学・心理学などの知見も交えて現況を怜悧に分析し、迫り来る次の世界を展望する、読み応え十分の一

書！

「為替」の壁を乗り越えられるか―2022年からの歴史的な円安進行によって、円の実質実効為替レートは1970年代前半と同等の水準にまで低下したといわれる。果たして

円はどれほどパワーを失っているのか。かつて最強の貿易立国と謳われた栄光は取り戻せるか。大幅な為替変動に直面する日本企業にとって、円建て貿易の促進は処方箋と

なり得るのか。最新の企業調査に基づく著者オリジナルの経済分析によって、今日のわが国と円の「真の姿」をわかりやすく説明。
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気楽に、面白く読める！労働の場面で起きるたいていの問題に対処可能になる！就職活動中の方、一般の会社員の方、そして経営者の方も含めて、最低限知っておくべき

労働法の内容を実用的にわかりやすく解説！「本書は一般の労働者や経営者が最低限知っておくべき労働法の内容について解説したものです。本書の内容を理解すれば現

実の労働の場面で起きるたいていの問題に対処可能になるような実用的なものを目指しました。何よりも『気楽に、面白く読める』ものを目指しましたので、具体例を引いたなる

べくわかりやすい解説を心がけましたし、関係するような余談やコラムも折に触れてつけるようにしました。楽しんで読んでいただければ嬉しいです。」（本書「はじめに」から）

定点観測が示す新たな展開―適齢期に結婚し、専業主婦になるという昭和の画一的な女性の生き方は、平成のめまぐるしく移り変わる時代の中で多様化したといわれるが、

何が変わり、何が変わらなかったのか。女性にとっての結婚・出産・育児、キャリア形成、非正規雇用などの働き方、夫婦関係のバランス、家計行動などの諸相を、30年に及ぶ

パネル調査から多角的に読み解く興味深い内容を満載。性別役割分業をベースとした考え方が根深く残る日本の実態を直視し、この問題からどう脱却すればよいのか、格好

の材料を提供。女性の働き方や生き方は、平成・令和期において、昭和の慣習からどれだけ変貌を遂げたのか？　また、いまだに変わっていないのは、どんな事柄なのか？　長

期追跡調査から、女性のライフコースの多様性を分析・解説する。
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・上記タイトルリストの「同時アクセス3本体価」は、キャンペーン期間外は「同時アクセス1」の価格です。

・上記タイトルリストのコンテンツを含め、慶應義塾大学出版会の「EPUBリフロー」コンテンツはすべて自動音声読み上げ可能です。

日本的雇用システムの原理を聞き取る。働き方の多様化に伴い、労使の関係性についてもさらに進んだ分析が必要とされている。今世紀に入って大きく変貌したわが国の雇

用システムについて、深い聞き取りと質問紙調査によって新たな労使関係のルールと制度を検証し、その上で既存の理論体系の更新、調査方法の改良、分析範囲の拡張を

目指す画期的研究。
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NO 書影

1

2

内容紹介

「男女平等」の先進国アメリカでも、男女の間に残る格差。これは決して人ごとではない―女性たちはどのように「家族」と「仕事」を選択してきたのか。ウーマンリブ、「静かな革

命」、リリー・レッドベター公平賃金法など、20世紀以降を振り返りながら、各職業のデータを経済分析し、女性の賃金の上昇を阻む原因を抉り出す。アメリカのみならず世界の

先進国の男女の「働き方」を見直すきっかけとなる一冊。

▼企業業績は回復し人手不足の状態なのに賃金が思ったほど上がらないのはなぜか？　この問題に対して22名の気鋭の労働経済学者、エコノミストらが一堂に会し、多方

面から議論する読み応え十分な経済学アンソロジー。▼各章は論点を「労働需給｣「行動｣｢制度｣｢規制」「正規雇用｣「能力開発」「年齢｣の七つの切り口のどれか(複数も

あり)を中心に展開。読者はこの章が何を中心に論議しているのかが一目瞭然に理解できる、わかりやすい構成となっている。

「大いなる過熱」の後に何が起きるか―コロナ禍を機に急激なインフレが世界を襲った。第一の原因は、先進各国の大規模な財政政策だ。第二の原因は、インフレを一時的と

誤認し、サプライチェーンの寸断など供給ショックに怯えた中央銀行が利上げに出遅れたことだ。今や米国の高金利が誘発する超円安は、供給能力の低くなった日本のインフレ

を助長し、同時に財政インフレリスクも忍び寄る。局面打開に何が必要か。著名エコノミストが理論・歴史・政治・国際的視点から金融経済の行方を読み解く得心の一書！

価格、タイトル一覧はこちら⇒https://kinoden.kinokuniya.co.jp/product/img/KD0753_list.xlsx 

慶應義塾大学出版会 2024年度末キャンペーンは 全7セット ございます。 
①KS00001484 賃金格差と労働生産性を考える  

②KS00001485 くらしと法律 

③KS00001486 人は動く 

④KS00001487 ジェンダー・フェミニズムを考える 

⑤KS00001488 特別支援教育 

⑥KS00001489 学習実用書  

⑦KS00001490 教育と医学 

https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00081020&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0
https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00016080&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0
https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00095369&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0
https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00076807&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0
https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00095368&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0
https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00095365&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0
https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00089982&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0
https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00029956&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0
https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00052770&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0
https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00070714&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0
https://pro.kinokuniya.co.jp/search_detail/product/?search_detail_called=1&exp_id=KP00070346&table_kbn=Z&UserID=bwpguest&ServiceCode=1.0

